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お問い合わせ先

帝京大学女性医師・研究者支援センター

〒173-8605 東京都板橋区加賀2-11-1
TEL：03-3964-8456（内線：34672） E-mail：women@med.teikyo-u.ac.jp
URL：http://www.teikyo-u.ac.jp/affiliate/laboratory/support_center/

11月19日 （木）
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ニューキャッスル大学

ミシガン大学

参加無料
要申込み

講師紹介

海外から研究者を迎え、質的研究法ワークショップとセミナーを開催します。
ワークショップではイギリスのニューキャッスル大学から3名の講師を迎え、

実際にインタビューデータを分析して、代表的な質的研究法であるグラウンデッド・セオリーを実践的に
学びます。夕方からはイブニングセミナーを開催、アメリカのミシガン大学のジャグシー先生より、アメリ
カの医療界における男女格差と最新の乳癌治療について伺います。

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業」

2015年11月

18・19日

帝京大学板橋
キャンパス

 グラウンデッド・セオリー・ワークショップ
9:30-12:00 イントロダクション

概要，位置づけ，歴史
13:30-16:30 ワークショップⅠ：グラウンデッド・セオリー研究

データ収集と分析
コーディングとカテゴリ化

15：10-16：30 実践：女性医学生データを用いてコーディング

 イブニングセミナー
18：00-19:30 米国における医療界の男女年収格差

 グラウンデッド・セオリー・ワークショップ
9:30-11:20 ワークショップⅡ：データから理論へ

継続的比較分析，ライティングメモ
理論の生成

11:20-13:00 実践：論文化に向けてコーディング
14:30-16:10 システマティックレビューの方法
16:10-16:30 質疑応答

 イブニングセミナー
18：00-19:30 米国の最新がん治療

―患者のための賢い乳癌治療選択－
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